箴言入
箴言 1:7
箴言は、ヨブ記および伝道者の書とともに、旧約聖書の知恵文学に属します。歴史書がイスラエルの物語を語り、預言書が民を契約への忠実さへと呼び戻す一方で、知恵文学は神の御前で忠実に生きるための実践的な技術に焦点を当てています。
箴言は日常生活を扱っています。それは、言葉、仕事、お金、人間関係、家庭生活、指導力、誠実さ、そして自制について語っています。その目的は、単に気の利いた格言を提供することではなく、神の権威のもとで知恵をもって生きるよう、心と思いを訓練することです。
この書は冒頭の節で、その目的を明確に示しています：
²³ ソロモン王がこの教訓を書いたのは、 
² 人々がどんな時にも物事を正しく判断し、
公正であってほしいと考えたからです。
- 箴言 1:2-3
この書全体の中心的な原則は、箴言1章7節に述べられています。
では、どうしたら賢く 
なれるのでしょう。
まず主を信じ、主を大切にすることです。
愚かな人は主の教えをさげすみます。
両親の忠告に従いなさい。
そうすれば、あとになって
人々にほめられるようになります。
- 箴言 1:7
この声明は、聖書的な知恵の基礎を形作ります。聖書において、知恵は知性や経験、哲学から始まるのではありません。それは神への畏れから始まります。神の権威を認める人は学ぶ立場に置かれますが、神を拒む人は、教育や能力にかかわらず、霊的に愚かなままです。
この理由から、箴言は情報を蓄積することよりも、人格を形づくることに重きを置いています。それは、神への畏れに根ざした人生が、安定と識別力、そして道徳的な明晰さを生み出すことを教えています。
著者と背景
ソロモン王は、箴言の主要な著者として特定されています。聖書には、神がソロモンに並外れた知恵をお与えになったことが記録されています。
- 列王記第一 4:29
ソロモンは3:000の箴言を語り、多くの歌を作ったと言われています（列王記第一 4:32）。これらの格言の多くが箴言に集められました。
しかし、この書はソロモンだけによるものではありません。後代の編集者たちは、他の資料からの知恵の格言の追加の集成も保存しました。これは、知恵の教えがイスラエルの歴史の数世代にわたって発展したことを示しています。
この書の最終的な編纂は、おそらく王国時代後期、すなわちヒゼキヤ王の治世（紀元前8世紀）に行われたと考えられます。その時代に、書記たちはそれ以前の知恵の伝承を集め、保存しました。
内容の年代順
箴言は年代順に配列されているのではなく、異なる時代に書かれ、または保存された知恵の諸部分を集めたものです。
1. 序文：知恵の目的（1:1-7）– 知恵、訓戒、そして正しい生き方を学ぶという、この書の目的を紹介する。
1. 父から息子への教え（1:8-9:18）– 知恵を追い求めるよう勧め、愚かさに対して警告する、長い教えの詩。
1. ソロモンの箴言（10:1-22:16）– 正義と悪を対比する、短い二行の箴言を集めた大規模な集成。
1. 知恵ある者のことば（22:17-24:34）– 主への畏れに基づく、思慮深い教え。
1. ヒゼキヤの家臣たちが集めたソロモンの追加の箴言（25:1-29:27）– 後代の書記たちが、ソロモンのことばをさらに集めた。
1. アグルのことば（30:1-33）– 神の神秘と偉大さを前にした謙遜を強調する。
1. 王レムエルのことば（31:1-9）– 正義と指導者としての務めについて、母が王に教えた助言。
1. 有能な妻（31:10-31）– 行動に表れる知恵によって生きる、敬虔な女性の人格を描く、結びの折句詩。
この書の主題
箴言の主要なテーマは、知恵と愚かさの対比です。
知恵とは、単なる知的能力ではありません。それは、神の真理を日々の決断に適用する能力です。それは、自分の行動を神の道徳的秩序に合わせる訓練です。
一方、愚かさは単なる無知ではありません。箴言において、愚か者とは教訓を拒み、戒めに抵抗し、神を顧慮せずに生きる人です。
この書は、人生が繰り返し二つの方向へ進むことを示しています。すなわち、安定といのちへ導く知恵の道と、混乱と破滅へ導く愚かさの道です。
なぜこれが重要なのか
箴言は、霊的成熟が礼拝や教理においてだけでなく、日々の選択においても表されることを信者たちに思い起こさせます。
知恵は、私たちの話し方、資源の管理の仕方、他の人々への接し方、そして戒めにどう応答するかを形づくります。
相反する声と移り変わる道徳基準に満ちた文化の中で、箴言は信者たちを真の知恵の土台、すなわち主への畏れへと呼び戻します。
現代の読者にとって、箴言は日常の状況において忠実に生きるための指針として機能します。それは、敬虔さが、人生の人格を形づくる小さな決断の中で日々実践されることを教えています。
